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コロナ禍における大学女子バレーボールチームを対象としたインカレ優勝までの過程

研究代表者 沼田薫樹（スポーツパフォーマンス研究センター）

メンバー  濱田幸二（スポーツ・武道実践科学系）、坂中美郷（スポーツ・武道実践科学系）

目的

新型コロナウィルス感染症の世界的な流行につい

て、2020 年 3 月 11 日にパンデミックとの認識を表

明した。我が国においても、新型コロナウィルス感

染症に関する緊急事態の発生が 4 月 7 日に宣言され

た。この影響を受け、「新しい生活様式」という考え

方が、これまでの考え方や行動を見つめ直す必要性

が高まっている。

スポーツ界では、公式戦という自身を表現する場

がなくなり、高いモチベーションを維持したまま練

習に取り組むことができないという問題を抱えてい

た（村川ほか、2021）。

そこで本研究では新型コロナウィルス感染症の世

界的大流行に対して、地方 K 大学女子バレーボール

部がどのような影響を受け、どのような対応を行な

ったかについて概観するとともに、全日本大学バレ

ーボール選手権大会（以下インカレ）で優勝した過

程について明らかにすることを目的とする。

方法

本研究はコロナ禍にインカレで優勝した要因をシ

ングルケースデザイン（以下 SCD）の観点からゲーム

パフォーマンス項目を用いて検討する。

対象期間は 9 月 1 日から 9 月 30 日までの夏季合

宿、10月 3、4、24、25日に行われた強化試合、12月

1日から 6日に行われたインカレとした。なお、夏季

合宿は 9月 1 日から 18 日までを前半、9 月 19 日か

ら 30日までを後半とした。それぞれのセット数は夏

季合宿前半が43セット、夏季合宿後半が99セット、

強化試合が 21 セット、インカレが 17 セットであっ

た。  

ゲームパフォーマンス項目はスパイク決定数、バ

ックアタック総数、バックアタック決定数、スパイ

ク決定率、スパイク効果率とした。

本研究は対象とした期間の変化が起きたきっかけ

を詳細に検討するため、バレーノート（毎回選手が

ローテーションで記入する日記のようなもの。部活

ノート）から記述された文字情報を取得した。さら

に、選手の内省報告としてインカレ終了後 1 ヶ月以

内にインタビュー調査を行った。

統計処理は夏合宿後半（19日〜30 日）の 11 日を

ベースライン期、12月に開催された全日本インカレ

の 5日を試合期として、Tau-u検定を行った。

結果および考察

Tau-u検定の結果、スパイク決定数（Tau-u=0.69、

p=0.03）、バックアタック総数（Tau-u=1.00、p=0.00）、

バックアタック決定数（Tau-u=1.00、 p=0.00）が増

加したことが明らかになった（図 1）。

図 1：スパイク決定数、バックアタック総数および

バックアタック決定数の時系列変化

K 大学は 4 月から 9 月まで人数制限を設けた練習

をしなければならず、結果として 2対 2や 3対 3で

のバックアタック合戦といった練習が多くなった。

このことから当初予定していた、コンビ練習はでき

なかったものの、バックアタックでどのように得点

を取るのかを考える期間になったと予想される。

9、10月になり人数制限が緩和された K大学は、夏

季合宿や強化試合によってコンビ練習が少しずつ増

加した。しかし、これまでコンビ練習をしてこなか

った K 大学は前衛だけの攻撃だけでは得点力がない

と振り返りがあった。特徴的な出来事として、強化

試合中の 10 月 3 日のバレーノートに、「BA（バック

アタック）をラリー中に増やす」と記述してあり、コ

ンビの中に前衛だけではなく、後衛のバックアタッ

クを戦術に組み込むことが良いのではないかと反省

があった。そしてその翌日（10/4）には、バックアタ

ック総数が前日の 0.5本から 3.5本に増加した。

まとめ

本研究は部活ノートによって事実やチームで共有

した考えを正確に記述した結果と、ゲーム分析によ

る状況を総合的に考察し、10月の強化試合がターニ

ングポイントであったことが明らかになった。長期

にわたるデータを整理することは現場的価値の高い

研究であることから、日々のゲームデータや部活ノ

ートは競技力向上に関わらず、ケーススタディにも

重要な研究資料として提示できると考えられる。
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PPuurrppoossee::  

To clarify kinetic and kinematic differences 

measured by force platforms between control and 

weighted vest sprints during the entire 

acceleration phase with a load specific to high-

speed training. 

 

MMeetthhooddss::  

11.. PPrroocceedduurree  

Fourteen male sprinters completed control (no 

load) and weighted vest sprints (7% body mass) 

with a crouched starting position (using start 

blocks) over a 50 m force platform system. 

 

22.. AAnnaallyyssiiss  

Step-to-step sprint characteristics were 

calculated from ground reaction force data in 

accordance with previous research (1), 

representing initial (1st–4th steps), middle (5th–

14th steps) and later (15th step–maximum speed 

step) acceleration sections. Cohen’s d effect 

size with 95% confidence intervals and a two-

way ANOVA (significance P < .050) with post hoc 

Tukey’s HSD elucidated changes between trials 

and acceleration sections.  

 

RReessuullttss::  

The two-way ANOVAs demonstrated significant 

differences (P < .001) between acceleration 

phases. In terms of the interaction (phase vs. 

trials), there were no significant effects 

(range P = .575–1.00) for any sprint 

characteristic measured. The significant main 

effect between trials (control vs. weighted 

vest trials) were found in velocity, step length, 

support time, propulsive and braking impulses.  

Between control and vest trials the velocity  

decreased (3.41–3.78%) through trivial–small 

step length (1.95–2.72%) and frequency (0.87– 

 

 

1.54%) decreases. Vertical impulse increased  

(6.46–6.78%) through moderate support time  

increases (4.84–6.00%), coupled with no 

effective vertical mean force differences. 

  

DDiissccuussssiioonn::        

A weighted vest (7% body mass) decreased 

velocity, primarily caused by small step length 

decrements, and may influence support time more 

than flight time. Vertical mean force did not 

differ between trials, suggesting that 

participants produced only enough vertical 

force to support the larger total mass during 

weighted vest trials, compared to the control. 

However, increased vertical force application 

durations step-to-step were achieved, 

suggesting that vertical impulse is increased 

through increased support time. Therefore, 

there may possibly be a practical overload 

training effect of weighted vests through 

supporting a greater total mass over an 

increased support phase duration step-to-step. 
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